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る*1｡ この値から,非結晶域に存在する水酸基がアセチル基で置換された程度と WPG との関係を大略推
定できる｡ 例えば,WPG が20%だ と,非結晶域の水酸基の52%が置換されていることになる｡ なお,





おける誘電損失 e′と周波数の対数 logfの関係を,図4に,誘電率 e'と誘電損失 £′の関係,すなわ
ち,Cole-Coleプロット17)を示す｡図3より,WPG の増加にfF･つて, e"が減少し, メチロール基の数が
減少して行く様子がうかがえる｡図4より,細胞壁の非結晶域に存在するメチロール基の数に比例する量で
ある緩和強度 Eo-e∞および ト α,Toの値を求めることができるoそれらの値とWPGの関係をそれぞj-L
図5と6に示す17)｡図5より,三O-e∞ほ,WPG が20%までは WPG の増加とともに直線的に減少する｡
その関係は,WPG--206(eo-∈co)+39.7で表わされる｡ Eo-こ∞が0となる点,すなわち,非結晶域の






*1 セルロース,- ミセルロース (-キソザソ),-ミセルロース (ベントザン),リグニンの単量体の分子



















-60℃ における誘電率 e′と誘電損失 e′′
の関係 (Cole-Coleプロット)







示す17)｡ また,この図より求めた Segalの結晶化指数 CIとWPGの関係を図8に示す17)｡CIは,WPG
が20%まではほとんど変化しないが,WPGが25%以上になるとわずかに低下する｡ しかし,無処理の C1
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材の体積および3主軸方向の寸法増加と WPG の関係を示す17)｡-両者の間にはば直線関係がある｡ また,
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木材研究 ･資料 第24号 (1988)
も,アセチル化処理は,極めて有効であることが示されてきた5)｡図19に,GoLDSTEIN等によって報告され
ている,褐色腐朽菌 (Lenzile∫irabea)および白色腐朽菌 (PolLyPoru∫uersiLOlor)を用いた3ケ月腐朽試験後の
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